


日
 に ほん い さん

本遺産とは
「日本遺産（Japan Heritage）」とは、地

 ち いき

域の歴史的魅
み

力
りょく

や特色を通じて日
本の文化や伝統を語るストーリーを、「日本遺産」として文化庁

ちょう

が認
にんてい

定する
ものです。

 日本各地には歴史ある建物や伝統的なお祭りなど、ストーリーを語るた
めの魅力あふれるさまざまな文化財があります。これらを、地域が中心と
なって整備・活用し、その魅力を国内や海外に発信することで、 地域を活
性化していくことを目的としています。

 

益
ます だ 

田市日本遺産ストーリー概
がいよう

要
島根県の益田は、今から約 400 ～ 800 年前の中

ちゅう

世
せい

と呼ばれる時代に 、大きな輝
かがや

きを放っ
ていました。

 人々は、中国や朝
ちょう

鮮
せん

半島に近い地理と、材木などの資
し

源
げん

を活かして、日本海で交易をし
ていました。また、益田を治めていた益田氏は、交易にも深く関わりつつ 、優

すぐ

れた政治能
力で益田を平和に導きました。こうして経

けいざい

済が栄え、政治も安定していた益田では、 東ア
ジアの影

えい

響
きょう

も受け、独自の文化が花開きました。
 現在の益田には、その歴史を物語る遺

い

跡
せき

や景観、寺社や仏像など多くの素晴らしい文化
財が残されています。

 時代と地域の特性を活かして輝いた益田は、中世日本の傑
けっさく

作と言え、全国でも珍
めずら

しい中
世日本を味わうことのできるまちです。

参考
益田市日本遺産公式ポータルサイト（https://masuda-rekitabi.com）
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鎌
倉
時
代

室
町
時
代

安
土
桃
山
時
代

江
戸
時
代

明
治
時
代

平
安
時
代

奈
良
時
代

飛
鳥
時
代

南北朝時代 戦国時代

中　世 近世 近代古代 （1086 年～1600 年）

中世ってどんな時代？中世ってどんな時代？

ちゅうちゅう せ いせ い

　日本の歴史はおおまかに、原始・古代・中世・近世・近代・現代に分けられます。
そのうち中世は平安時代後期から戦国時代または安土桃山時代までの時代をいい
ます。ちょうど益田を益田氏という一族が治めていた時期にあたります。

逆に、各地にそれぞれの生活や芸術・文化が生まれ、また地域間で人々の交流が
盛んになった、という良い面もあります。

　中世は武士たちや神社、お寺の人々も力をもつようになった時代でした。その
ため、日本各地に力をもった人々が登場し、時には戦いが起こることもありました。

益田

中国大陸

1コラム

　益
田
も
そ
の
よ
う
な
地
域
の

一
つ
で
す
。
中
世
に
益
田
氏
が

登
場
し
た
こ
と
で
、
海
を
介
し

て
中
国
や
朝
鮮
半
島
に
近
い
益

田
は
国
内
外
と
の
貿
易
な
ど
で

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

茶 道 能

さか

　　　　　　　 ぶ  し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                とうじょう

　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                

 ます だ

   

　

                      

　
　
　
　
　

       

ぼ
う
え
き

は
っ
て
ん

こ だい きん せい きん だい

なあ
す
か ら

へ
い
あ
ん

か
ま え

ど

め
い
じく

ら

む
ろ
ま
ち

あ

づ
ち
も
も
や
ま

なんぼく せんごくちょう
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益田氏はどんな人たち？益田氏はどんな人たち？2コラム

　平安時代後期、石見国（今の島根県石見地方）の地方役人、いわゆる「国司」
を任された藤原国兼が益田氏のはじまりと言われています。４代目の藤原兼高の
代に益田に移り住み、益田を名字としました。

　南北朝の内乱を生き抜き益田を安定させたの
は１１代の益田兼見でした。また、１５代の益田
兼堯は水墨画で有名な雪舟を益田に招くなど、
益田に室町文化を花開かせました。１９代の
益田藤兼は、戦国大名毛利氏との戦いを回避す
るなど、代々の益田氏の努力によって中世の益
田は発展していったのです。

益田兼見

　大
内
氏
や
毛
利
氏
な
ど
強

い
力
を
も
っ
た
大
名
が
周
り

に
い
ま
し
た
が
、
益
田
を
守

り
、
治
め
、
豊
か
に
し
て
い

き
ま
し
た
。

雪舟

１６世紀頃

富
田
城

石
見
銀
山

郡
山
城

こ
お
り

とあ
ま
ご

し

だ
じ
ょ
う

や
ま
じ
ょ
う

出雲

備後

安芸

石見

周防
長門

尼
子
氏

毛
利
氏

大
内
氏

益田

　　 へいあん  じ  だい こう  き　     いわみのくに　　　　　     しま ね けん  いわ み   ち  ほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            こく  し

      まか　　　　        ふじわらのくにかね       ます だ   し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     ふじわらのかねたか

　  　　　                 うつ

 　　　　　　　  　　　　　　　　　　            ぬ

 　　　　　　　           ます  だ  かね み　　　　　　　　　　　　　　　　  　　             ます だ

かね たか         すい ぼく が            　　           せっしゅう                            まね

ます だ  ふじ かね                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい  ひ

　　　　はってん

なが と
す

いわ み

あ き

びん

い ず も

ご

おう

　 お
お
う
ち
し
　
　    

も
う 

り  

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

だ
い
み
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　  ゆ
た
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3コラム

益田兼堯

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
喜
庵

や
櫛
代
賀
姫
神
社
な
ど

益
田
に
は
益
田
氏
と
関

わ
り
の
あ
る
お
寺
や
神

社
が
色
々
と
あ
り
ま
す
。

益田氏が大事にしていた

お寺・神社ってどんなところ？

益田氏が大事にしていた

お寺・神社ってどんなところ？

　益田氏は代々、お寺や神社を大切にしてきました。
萬福寺は、１１代の益田兼見が１３７４年に創建しました。その時の建物が、ほと
んど姿を変えず、現在も建っています。

た
い
き
あ
ん

く
し
し
ろ 

か 

ひ
め 
じ
ん
じ
ゃ

　医光寺は、益田氏や室町幕府が
大切にした崇観寺というお寺がお
とろえた（おそらく火災にあった）
後、そのかわりに大切にされまし
た。１５代の益田兼堯の時に、雪
舟が益田に招かれ、萬福寺と崇観
寺に庭園を築きました。妙義寺は、
１９代の益田藤兼が特に大切にし、
その支えで大きく栄えました。

　染羽天石勝神社も代々
益田氏から大事にされてい
ました。火事で神社が焼け
てしまった時も、２０代の
益田元祥が１５８3 年に建
て直しました。

まんぷくじ　　　　　　　　　　　 ますだ かね み

　　い こう じ

                           すうかん じ

                                ます だ かねたか                     せっ

しゅう 

         ていえん                                     みょうぎじ

　　　　　　　ますだ ふじかね

そめ は あめのいわかつじんじゃ

ますだ もとよし

妙義寺

染羽天石勝神社
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4コラム

　そ
の
後
の
益
田
氏
も
、

昔
の
土
地
を
な
つ
か
し
ん

で
、
ゆ
か
り
の
お
寺
や
神

社
を
大
切
に
し
続
け
ま
し

た
し
、
益
田
に
残
っ
た
元

家
来
の
右
田
宗
味
も
造
り

酒
屋
や
市
場
を
は
じ
め
て
、

町
が
お
と
ろ
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

古文書をもとに再現した中世の食で
まちおこしに取り組んでいます。

中世の食をアレンジした「サムライ弁当」

『石州益田絵図』（山口県文書館所蔵）

どうしてこんなまちなみが
残っているの？
どうしてこんなまちなみが
残っているの？

　今も益田には中世の時代の名残をとどめる地形や変わらない道、地名などが残さ
れています。これは、日本全国を見てもとても珍しいことです。

　１６００年、日本中が東軍と西軍に分かれて戦った「関ヶ原の戦い」がありました。
この時、益田氏は西軍側の毛利氏に仕えていました。毛利氏が負けてしまい、土地
を現在の山口県だけに減らされたため、益田氏も益田を離れ、須佐（今の山口県萩市）
に移り住むことになりました。最後のお殿様の益田元祥がいなくなった益田は、江
戸時代の城下町がつくられず、中世のままの町並みが残りました。

み
ぎ 

た 

そ
う 

み

ます だ　　　　 ちゅうせい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とうぐん　  せいぐん            　　　　　　　　　　　       せき が はら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう  り   し       つか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す  さ                   やまぐちけんはぎ  し

     うつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ます だ もとよし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

暁音寺

益田川

萬福寺

東

西

北

南

益田小学校

大
橋

堀川橋

天満宮

住吉
神社
へ

54

171

益田川

暁音寺

萬福寺

益田市立
歴史文化交流館
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構成文化財一覧（こうせいぶんかざいいちらん）

❶ 櫛
くししろ

代賀
か

姫
ひめ

神
じんじゃ

社

❷ 福
ふくおう

王寺
じ

❸ 中
なか

須
ず

東
ひがし

原
はら

遺
い

跡
せき

❹ 中
ちゅう

世
せい

今
いまいち

市遺
い

跡
せき

❺ 大
たい

喜
き

庵
あん

❻ 紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

益
ます

田
だ

兼
かねたか

堯像
ぞう

（雪
せっ

舟
しゅう

の郷
さと

記
 き ねんかん

念館）

❼ 益
ます だ  し 

田市立
りつ

歴
れき し 

史民
みんぞく

俗資
し

料
りょう

館
かん

（旧
きゅう

美
み

濃
の

郡
ぐんやく

役所
しょ

）

❽ 七
なな お 

尾城
じょう

跡
あと

／住
すみよし

吉神
じんじゃ

社

➒ 妙
みょう

義
ぎ

寺
じ

❿ 暁
きょう

音
おん

寺
じ

⓫ 中
なかはら

原家
け

住
じゅう

宅
たく

⓬ 右
みぎ た ほんてん

田本店酒
さかぐら

蔵

⓭ 三
 み やけ

宅御
お ど い

土居跡
あと

⓮ 泉
せんこう

光寺
じ

⓯   萬
まんぷく

福寺
じ

⓰ 染
そめ

羽
は

天
あめのいわ

石勝
かつ

神
じんじゃ

社

⓱ 医
い

光
こう

寺
じ

⓲ 絹
けんぽん

本著
ちゃく

色
しょく

益
ます

田
だ

元
もとよし

祥像
ぞう

（島
しま ね 

根県
けんりつ

立石
いわ み 

見美
び

術
じゅつ

館
かん

）

⓳ 都
つ も

茂鉱
こうざん

山跡
あと

⓴ 大
おおとし

年ノ元
もと

遺
い

跡
せき

㉑ 神
しんぽうざんはちまんぐう

寶山八幡宮

㉒ 匹
ひき み 

見の山
さんりん

林

㉓ 高
たか つ がわ

津川と匹
ひき み がわ

見川

㉔ 益
ます

田
だ

川
がわ

㉕ 桑
くわばらさか ば 

原酒場

㉖ 鮎
あゆ

とうるか
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